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１．研究計画の概要 
q 元体上の長さ n, 次元 k, 最小距離 d の線形
符号（[n,k,d]q 符号）が存在する限界（具体
的には n の最小値 nq(k,d)）を決定する最適線
形符号問題に関する研究に取り組む。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 線形符号の拡張可能性に関する研究 
線形符号の拡張可能性を調べることは、新し
い符号を構成する上でも、符号の非存在を証
明する場合でも極めて有効な情報を与える。 
我々は、３元線形符号の拡張定理を一般化し
た q 元 3-weight (mod q) 符号の拡張定理を
与えた。更に、q と最小距離 d が互いに素で
はない（gcd(d,q) = 2 であるような）符号に
対する拡張定理を初めて証明することに成
功した。また、３元線形符号については、２
次超曲面との関連性や対応する射影空間に
おける特殊な点と超平面の間の focal 性を発
見した。 
(2) 線形符号の存在限界に関する研究 
(1) の応用として、(q, k) = (3, 6), (8, 4) 等の
場合に対する k 次元 q元線形符号の存在限界
に関する多くの成果を上げることができた。
(q, k) = (3, 6) の場合は、1993 年から未解決
であったいくつかの問題を(1)で述べた focal
性に着目して解決することに成功した。また、
(q, k) = (8, 4) の場合は、(1)で述べた q と最
小距離 d の最大公約数が２である新しい q 元
3-weight (mod q) 符号の拡張定理等を応用
して新しい結果を得た。 
(3) 新しい線形符号の構成や最適線形符号の
分類に関する研究 
(q, k) = (3, 6), (8, 4) 等の場合に対して、新た
な k 次元 q元線形符号の構成やその一般化が
得られた。また、最も次元が低くて自明でな

い射影的な[n,3,d]q 符号は q元体上の射影平
面PG(2,q) の (n, n－d)-arc と対応している
が、(q, k) = (8, 4) の場合の (2) の問題と関
連のある PG(2,8) の (42, 6)-arc の分類も完
成させることができた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
 [n,k,d]q 符号に対する既知の拡張定理がすべ
て gcd(d,q) = 1 という仮定の下で証明されている

のに対して、gcd(d,q) = 2 であるような [n,k,d]q 

符号に対する拡張定理が得られたことは予想もで

きなかったことであり、最適な線形符号を求め
る研究に大きく影響する重要な成果である
と考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでに得られた線形符号の拡張可能性
に関する新しい結果を応用して、最適な線形
符号を求める研究を引き続き行う予定であ
る。 
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